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はじめに
　尾崎紅葉の『金色夜叉』は、明治30年 1 月から明治35年 5 月まで、 6 年間に
わたって「読売新聞」に断続的に連続された小説である。尾崎紅葉の死により
未完のまま終わってしまったが、その後も演劇や映画、漫談・漫才などで再生
産されながら多くの人々を魅了した明治期最大のベストセラーである。
　許婚関係にあった宮の裏切りにより、学士への道を捨てて冷酷な高利貸に変
わり果てる貫一の物語は、その熱海の海岸での別れのシーンとともにあまりに
も有名である。
　尾崎紅葉は、『金色夜叉』を書いた動機について次のように述べている。
凡そ人世には二つの大なるPOWERがあつて、社会の結合を保って居る。
それは何だといふと、即ち愛と黄金だ。ところが僕の考では、黄金の勢力
は単にMOMENT-TARYがあつて、縦令如何其の力が強烈でも、とても
永久に其の勢力を保存して行く訳にはいかぬ。ところがそれに反対で、愛
は永久不変に人生を支配して居ると思ふ。即ち人生を極めて密着に結合さ
せて行くのが愛である。そこを書いて見たいと思つて、この篇を草したの
である（1）
　紅葉は「愛と黄金との争を具象的にあらは」すことで、「永久不変に人生を
支配して居る」愛の価値を現わしたいといっている。
　『金色夜叉』の本格的な物語の展開は、熱海の海岸の別れシーンから始まるが、
裏切った者と裏切られた者とがそれぞれの人生を歩んでいく中、「愛」と「黄金」
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による闘争のドラマが展開される。
　本稿では、『金色夜叉』の中心テーマである「愛」と「黄金」の闘争を、明
治期における恋愛論と主人公である貫一とお宮を中心に考察していきたい。
1 ．明治期における恋愛論
　紅葉が『金色夜叉』を書いた動機の部分で使われている「愛」という言葉は、
Loveの訳語として明治期に輸入されたとされる「恋愛」概念と深く関わって
いる。
　近代日本に誕生したとされる明治期の「恋愛」について佐伯順子氏は、「明
治という新しい時代にあって、男と女の関係もまた、新しい時代にふさわしい
ものが追い求められたが、その理想は従来の日本語で男女の好意を表現してい
た「色」や「恋」や「情」といった表現ではなく、西洋のハイカラな魅力に満
ちた「ラブ」の翻訳語である「愛」「恋愛」という新しい言葉に託された」と
して、近代以前の日本の男女関係を「色」や「情」で現われる肉体関係とし、
明治期知識人よって発見された精神的な男女関係を「恋愛」として説明してい
る。（2）
　“Love”という概念を日本に導入し、提唱したのは巌本善治や北村透谷らの『女
学雑誌』を取り巻く明治知識人であった。
　キリスト教精神に基づき、女子教育と新しい男女関係を目的とする啓蒙雑誌
として1885年（明治18年）に創刊された『女学雑誌』は、大半の若者が、「官
尊民卑」、「富国強兵」という時代が求める立身出世を目指している時代に新し
い男女関係について積極的に声を上げていた。
　『女学雑誌』の主筆でありながら、明治女学校の教頭であった巌本善治は、「こ
の誌上でキリスト教主義の立場から家庭問題を論じ、まず教育における男女の
平等観から相敬相愛の人格主義に基づく一夫一婦制の家庭の建設を主張」（3）す
ると共に、恋愛を積極的に肯定する新しい見方を打ち出している。
　恋愛によって結婚相手を自ら選ぶという思想自体が衝撃であった当時、恋愛
結婚の提唱は、平等な男女関係を実現しようとする、社会改革の一環でもあっ
た。ここで夫婦愛を中心とする「家庭」・「ホーム」という新しい家族概念を主
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張したのが、巌本善治である。
　一方、巌本善治に多く影響を受け、『女学雑誌』にも頻繁に投稿していた北
村透谷は、今までにない「恋愛」の本質を追究することで、世に衝撃を与えた。
　『女学雑誌』（明治25年 2 月号）に発表された、北村透谷の「厭世詩家と女性」
は、日本近代文学における恋愛観念の始祖として位置付けられる作品で、今ま
で「色」や「好色」として卑下されてきた男女間の「恋愛」の問題を時代の進
歩にともなう「高尚なる感情」として扱い、恋愛時代の幕を開けたのである。
　「恋愛は人世の秘鑰」であると投げかけるこの小文は、日本最初の近代的恋
愛観の思想表明として、真正面から恋愛を肯定した恋愛賛美論でもあった。
　明治期という慌ただしい時代の中で、西洋思想の洗礼を受けた思想家たちは、
「肉欲を超えた精神性」や「男女の相愛」といった「高尚な文化」としての「恋
愛」を誕生させ、さらに、配偶者を自ら選ぶ恋愛の自由と、夫婦愛を中心とす
る和楽団欒の家庭概念を生み出したのである。
　このような時代相が、主人公たちの「愛」と「黄金」の争いにいかにかかわっ
ているのか、みていきたい。
2 ．間貫一　　絶望と変貌
　幼い日に母を失い、15歳で父も亡くした貫一は、亡き父に恩恵を受けていた
鴫沢隆三に引き取られ、鴫沢家に居候している。この家の一人娘宮と許婚関係
にある貫一は、将来学士となり美しい宮と結婚し、鴫沢家を継いでいくと思っ
ている。だが、彼が描いていた甘い未来像は、宮の裏切りにより無残にも破壊
される。
　正月のかるた会で銀行家の息子富山唯継に見染められた宮は、彼の求婚を受
け入れた後、貫一から逃げるようにお母さんと熱海へ行ってしまう。隆三から
宮の結婚話を聞いた貫一は、宮の本心を確認しようと熱海に追いかけるが、彼
女の心はすでに富山に傾いていたのである。
「それぢや断然お前は嫁く気だね！　是迄に僕が言つても聴いてくれんの
だね。ちえゝ、腹の腐った女！　姦婦！！」
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その声と與に貫一は脚を挙げて宮の弱腰を礑と踢たり。地響して横様に転
びしが、なか〈声も立てず苦痛を忍びて、彼はそのまゝ砂の上に泣伏した
り。（中略）
「宮、おのれ、姦婦、やい！貴様のな、心変わりをしたばかりに間貫一の
男一匹はな、失望の極発狂して、大事の一生を誤つて了ふのだ。学問も何
も最う廃だ。（中略）　宮さん、お前から良く然う言つておくれ、よ、若し
貫一は如何したとお訊ねなすつたら、あの大馬鹿者は一月十七日の晩に気
が違って、熱海の浜辺から行方知れずになつて了つたと…。」（4）
　宮の裏切りに怒り狂った貫一は、宮を罵倒し、蹴っ飛ばした後、姿をくらま
し、高利貸しと変貌する。
　紅葉は、「作家苦心談」（5）の中で、貫一の人物設定について次のように述べ
ている。
私は始め極漠然とした事柄……いや概念も概念も非常に疎い概念を先に拵
えましてね、例を取れば『金色夜叉』で云ふと、ラブの為に性質が一変し
てしまつて、激烈なる高利貸しになる、と云ふ考へをきめ、其れから始ま
りと真中と収結とをきめます。
　一人の女性の裏切りにより学問も何もやめ、将来が保障される学士の道をも
棄て、自ら人生を狂わした貫一は、紅葉が描こうとした、「愛と黄金との争を
具象的にあらは」す人物像であり、当時の若者が目ざしていた立身出世より、
「愛」に価値をおいて「愛」に生きた男であったといえよう。
　「永久不変に人生を支配している」「愛」の体現者として登場する貫一は、当
時明治知識人により発見された「恋愛」を内面化していたと思われる。
　熱海の海岸で宮を罵倒した時、貫一は、人間にとって本当の幸福は金ではな
く、「家内の平和」、「家庭の団欒」にあるとし、宮を説得しようとする場面が
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出てくる。
人間の幸福ばかりは決して財で買へるものぢやないよ。幸福と財とは全く
別物だよ。
人の幸福の第一は家内の平和だ、家内の平和はなにか、夫婦が互いに深く
愛すると云ふ外は無い。（6）
　彼は、恋愛の本質を追究した北村透谷の恋愛観というより、巌本善治が提唱
した夫婦愛を中心とする「家庭」・「ホーム」という「和楽団欒」を強く求めて
いたことが分かる。
　実際、このような彼の恋愛結婚観は、極悪非道な高利貸に変貌した後でも貫
かれることになる。
　熱海の海岸の別れから 5 年が経ち、すっかり金の亡者となり果てた貫一は、
宮の心を取り戻せるだけのお金は手に入れたものの、肝心な宮が傍にいないこ
とに苦しみ続けている。宮のことが忘れられない苦しい心境を次のように嘆い
ている。
唉、這麼思を為るくらゐなら、いつそ潔く死んだ方が夐に勝だ。死んでさ
へ了へば萬慮空く此の苦難は無いのだ。それを命が惜くもないのに死にも
せず…死ぬのは易いが、死ぬことの出来んのは、どう考へても餘り無念で、
此の無念を此儘に胸に納めて死ぬことは出来んのだ。
貸が有つたら何が面白いのだ。人に言はせたら、今俺の貯へた貸は、高が
一人の女の宮に換へる價はあると謂ふだらう。俺には無い！第一貸などを
持つて居るやうな気持ちさへ為んぢやないか。失望した身にはその望を取
復すほどの宝は無いのだ。唉、其の宝は到底取復されん。宮が今罪を詫び
て夫婦になりたいと泣き付いて来たとしても、一旦心を変じて、身まで汚
された宮は、決して旧の宮ではなければ、もう間の宝ではない。間の宝は
五年前の宮だ。その宮は宮の自身さへ取復す事は出来んのだ。返す返す恋
いのは宮だ。恁して居る間も宮の事は忘れかねる、けれど、それは富山の
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妻になつて居る今の宮ではない、噫、鴫沢の宮！五年前の宮が恋い。俺が
百萬園を積んだところで、昔の宮は獲られんのだ！思へば貸も滿らん。少
いながらも今の貸が熱海へ追つて行つた時の鞄の中に在つたなら…
えゝ！！（7）
　「一生妻といふ者は決して持たん覚悟」でいる貫一の宮への執念は、 5 年が
経った今でも、衰えることなく、むしろ重ねた年の分だけ、強まっているとも
いえよう。しかし、ここで注目すべき点は、貫一にとって、忘れることが出来
ず、今でも恋しいのは、 5 年前の宮であることだ。
　貫一にとって、今の宮は 5 年前の宮ではないため宮が戻って来ても夫婦には
なれない。貫一が描いていた結婚は、 5 年前の熱海の海岸で無残に破壊され、
二度と戻れない時間になったのである。しかし、宮を忘れることも許すことも
出来ない貫一は、 5 年前から一歩も踏み出せず、宮とは一緒になれない現在と
いう空間でもがき苦しんでいるのである。
　彼のこのような夫婦像について、「明治の “夫婦愛ブーム”」を指摘した佐伯
順子氏（8）は、「貫一の極端な絶望ぶりは、貫一の独特の生い立ち抜きには語れ
ない」とし、身寄りがなく鴫沢家に引き取られた貫一にとって宮は、心の隙間
をうめてくれる「「母や妹や父や兄の一部分」であり、「家族の団欒」を味わせ
てくれる存在だった」と述べている。つまり、貫一にとって宮の裏切りは単な
る失恋ではなく、自分の居場所と未来像までをも奪われた許し難い行為であっ
たといえよう。
　だが、宮を許すことも、忘れることも出来ないまま、 5 年前の過去の中でも
がき苦しんでいる貫一にもようやく人生の転機が訪れる。
3 ．許しと「愛」
　ある日、悪夢に襲われる貫一は、夢の中で、長年憎しみ続けた宮を許すこと
になる。
「宮、貴様は死……死……死んだのか。自殺を為るさへ可哀なのに、此の
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浅ましい姿は奈何だ！刃に貫き、水に溺れ、貴様は是で苦くはなかつた乎。
可愛い奴め、思迫めたなあ！宮、貴様は自殺を為た上身を投げたのは、一
つの死では慊らずに、二つ命を捨てた気乎。然う思つて俺は不敏だ！
甚麼事が有らうとも、貴様に対する那の恨は決して忘れんと誓つたのだ。
誓つたけれども、この無残な死状を見ては、罪も恨も皆消えた！赦したぞ、
宮！俺は心の底から赦したぞ！
今はの際に赦したと、俺が一言云つたらば、那の苦い息の下から嬉いと言
つたが、宮、貴様は俺に赦されるのが那様に嬉いの乎。好く後悔した！立
派な悔悟だぞ ! !
餘り立派で、貫一は恥入つた！宮、俺は面目無い！是迄の精神とは知らず
に見殺しに為たのは残念だつた！俺が過だ！宮、赦してくれよ！可いか、
宮、可いか。嗚呼死んで了つたのだ! ! !」（9）
　赤樫満枝ともみ合ううちに、満枝が死んでしまうと、その短刀で喉を突いて
外へ逃げる宮。宮を追いかける貫一は、水に溺れて死んでいる宮を発見する。
死を以て懺悔した宮の無残な姿をみた貫一は、今まで自分が抱いていた怨恨の
儚さに気付き、宮を死に追いやった自分のことを悔やむ。
「宮、貴様が俺に対して悔悟するならば、俺は人たるの道に対して悔悟し
なけりや済まん躯だ。貴様が恁して立派に悔悟したのを見て、俺は実に愧
入りも為りや、可羨くもある。当初貴様に棄てられた為に、恁云ふ堕落を
した貫一ならば、貴様の悔悟と共に俺も速かに心を悛めて、人たるの道に
負ふ所の此罪を償はなけりや成らん譯だ。
嗟乎、然し、何に就けても苦い世の中だ！
人間の道は道、義務は義務、楽は又楽で、其も無けりや立たん。俺も鴫沢
に居て宮を相手に勉強して居つた時分は、此の人世と云ふ者は唯面白い夢
のやうに考へて居た。
那が浮世なの乎、是が浮世なの乎。（略）」（10）
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　一つの屋根の下で宮と一緒に暮らしていた時は、この世は苦しい世界ではな
く、面白い夢の世界だと思っていた。だが、宮がいなくなった以上、この世の
中で生きる意味なんてないと、貫一は、宮の後を追って死のうと決心する。
「宮、待つて居ろ、俺も死ぬぞ！貴様の死んでくれたのが餘り嬉いから、
さあ、貫一の命も貴様に遣る！来世で二人が夫婦に成る、是が結納だと思
つて、幾久く受けてくれ。貴様も定めて本望だらう、俺も不足は少しも無
いぞ。」（11）
　浅瀬に浮かんだ宮の死体を前に、ようやく宮を許すことができた貫一は、宮
が落ち込んだ深みに沈もうと宮を引き起こして後ろにおぶったら、宮が一枚の
紙のように軽い。満開した白百合の花弁が垂れて肩にかかる不思議な状況に驚
いた貫一は、そこで目が覚める。すべて明け方の夢だったのである。
　「怪しき夢」から一週間ほどのち、貫一は仕事のため塩原温泉へと向かう。
夢の悩乱を抱き、一人で辿りついた塩原温泉は、あの夢で、宮が溺れ死んで浮
かび上がった浅瀬の景色とそっくりである。
彼は眦を決きて寒慄せり。
怪むべき哉、曾て経たりし塲を其のまゝに夢むる例は有れ、所拠も無く夢
みし跡を、歴々と恁く目前に見ると云ふも有る事乎。宮の骸の横はりし所
も、又は己の追来し筋も、彼処よ、此処よと、陰に一々指しては、限無く
駭けるなり。（12）
　夢でみた光景が目の前で開かれ、驚きを隠せない貫一、恐ろしい感覚と共に
運命のようなものを感じる。
　貫一は塩原温泉の宿泊先で偶然出会った心中寸前の男女を助けるが、この行
為が彼の運命を大きく変えることになる。
　貫一が助けた男女は、愛子という芸名で務めている新橋の芸者お静と、彼女
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の情人の狭山である。狭山は、彼女のもとに通うために店の売上に手を出し、
さらに株にも失敗していたため、店の主人の姪と結婚しなければ刑務所行きで
あった。一方、お静は、雇い主から客に身請けられるようせめたてられていた。
金でお静を身請けしようとする男は、他ならぬ宮の夫富山唯継であり、それを
知った貫一は、二人の面倒をみることを約束する。二人の愛に感銘された貫一
は、二人を助けることによって、長い年月さいなまれていた憎悪と鬱憤から救
われるようになる。
貫一は宛然我が宮の情急に、誠壮に、凛たる其の一念の言を、夫の当時に
聴くらん想して、独り自ら胸中の躍々として痛快に堪えざる者あるなり。
正に是、垠も知らぬ失恋の砂漠は、濛々たる眼前に、麗しき一望のミレエ
ジは清絶の光を放ちて、甚だ饒に、甚だ明かに浮びたりと謂はざらん哉。
彼は幾ど此の女の宮ならざるをも忘れて、其の七年の憂憤を、今夜の今に
して始て少頃も破除するの閒を得つ。信に得難かりし此の閒こそ、彼が宮
を失ひし以来、唯之に易へて望みに望みたりし者ならずと為んや。（13）
　今夜のお静の話が熱海の海岸でお宮が話しているように聞こえる貫一、宮を
失って以来、始めて、熱海の海岸のトラウマを乗り越える日が来たのである。
自分の素直な感情と向き合った貫一は、込み上がってくる今の思いをお静にぶ
つける。
「貴方の其の美い心掛け、立派な心掛け、どうか其宝は一生肌身に附けて、
甚麼事が有らうとも、決して失はんやうに為て下さい！──可う御座いま
すか。而して、貴下方はお二人とも末長く、です、毎も今夜のやうな此心
を持つて、睦く暮らして下さい、私は其が見たいのです！
今夜は死ぬ所でない、死ぬには及びません、三千円や四千円の事なら、私
が奈何でも為て上げます。」（14）
　貫一にとってお静は、熱海の海岸で、お金がなくて富山に奪われてしまった
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お宮である。
　富山との豊かな生活を選ばず、狭山との愛をつらぬこうとするお静の姿は、
熱海の海岸で貫一が宮に求めた姿である。お静に救いの手を差し伸べることに
よって、貫一は熱海のトラウマから解放され、其の当時の宮を取り戻すことが
できる。お静の芸名である「愛子」が示しているように、貫一の長くて苦しかっ
た「愛」と「黄金」の闘争は、愛の勝利として、完結したといえよう。彼は、「愛」
によって救われたのである。
4 ．鴫沢宮　愛と欲望に揺れ動いた人生
　宮は、なぜ、「肌身を許す」仲になっていた許婚者貫一を裏切り、富山唯継
の求婚を受け入れたのか？
　直接の理由は出てこないが、富山との結婚について隆三が貫一を説得する場
面から宮の真意を探りたいと思う。
お前に約束をして置いて、今更変換を為るのは、何とも気の毒だが、之に
就いては私も大きに考えた所があるので、必ずお前の為にも悪いようには
計はんから、可いかい、宮は嫁に遣ることにしてくれ、なう。（15）
　そして、この家もお前に遣るし、西洋に留学もさせるからと、貫一を必死に
説得していく。
其老後だの、其等の事を考へて見ると、此鴫沢の家には、お前も知つての
通り、恁と云ふ親類も無いで、何かに就けて誠に心細いわ、なう。私たち
は追々年を取るばかり、お前たちは若しと云ふもので、爰に何頼い親類が
有れば、何程心丈夫だか知れんて、なう。因で富山ならば親類に持つても
何愧からん家格だ。気の毒な思をしてお前との約束を変易するのも、私た
ちが一人娘を他へ遣つて了ふのも、究竟は銘々の為に行末好かれと思ふよ
り外は無いのだ。（略）
決して慾ではないが、良い親類を持つと云ふものは、人で謂へば取も直さ
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ず良い友達で、お前にしても然うだらう、良い友達が有れば、萬事の話合
手になる、何彼の力になる、なう、謂はば親類は一家の友達だ。（16）
　だが、宮の考えについて聞く貫一に対し隆三は、「別に如何といふ事はない」
と、「御父様や御母様の宜いやうにと云ふので、宮の方には異存は無いのだ」と、
釈然としないあいまいな答えをする。
　ここでは、富山家からきた縁談話を断りたくない隆三の本音が描かれている。
だが、だからといって、鴫沢家のために宮に結婚を強要しているようにも見え
ない。むしろ、娘のために、熱心に言い訳をしているのではないかと、読みと
れるのである。
　これを裏づけるような宮と母親との会話がある。
　富山との結婚を決心したものの、やはり貫一のことが気になり迷っている宮
に母親は次のように話す。
「如何せうたつて、お前の心一つぢやないか。初発にお前が適きたいとい
ふから、恁云ふ話にしたのぢやないかね。それを今更…。」、
「それは然うだけれど、如何も貫一さんの事が気になつて。御父さんはも
う貫一さんに話を為すつたらうか、（略）　私は、御母さん、貫一さんに顔
が合されないわね。だから若し適くのなら、もう逢はずに直と行つて了ひ
たいのだから、然う云ふ都合にして下さいな。私はもう逢はずに行くわ。」
「お前が其程に思ふのなら、何で自分から適きたいとお言ひなのだえ。然
う何時迄も気が迷つてゐては困るぢやないか。一日経てば一日だけ話が運
ぶのだから、本当に如何とも確然極めなくては可けないよ。お前が可厭な
ものを無理にお出といふのぢやないのだから、断るものなら早く断らなけ
れば、だけれど、今になつて断ると云つたつて…。」
「可いわ。私は適くことは適くのだけれど、貫一さんの事を考へると情無
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くなつて…」
　二人の会話から、唯継との結婚を決めたのは、両親ではなく宮自身であるこ
とがうかがえる。母親はむしろ、宮に対して「無理に結婚しなくていい、断る
ものなら早く断らなければ」と言っている。（17）
　そもそも貫一と宮の愛情には温度差があった。
　美しき宮を妻にして、夫婦になれる夢を抱いていたからこそ、学問に励むこ
とができた貫一に比べ、宮の気持ちは、「貫一をば憎からず思へり。然れど恐
くは貫一の思へる半には過ぎざらん。」というものであった。さらに彼女は、
どこへ行ってもその美しさを褒められていたので、自分の美貌の価値を知って
いた。
彼は自ら其の色好きを知ればなり。世間の女の誰か自ら其の色好きを知ら
ざるべき、憂ふる所は自ら知るに過るに在り。謂ふ可くんば、宮は己が美
しさの幾何値するかを当然に知れるなり。彼の美しさを以てして僅に箇程
の資産を嗣ぎ、類多き学士風情を夫に有たんは、決して彼が所望の絶頂に
はあらざりき。（中略）　才だにあらば男立身は思ひのまゝなる如く、女は
色をもて富貴を得べしと信じたり。（中略）今にも貴き人又は富める人又
は名ある人の己を見出して、玉の輿を舁せて迎に来るべき天縁の、必ず廻
到らんことを信じて疑はざりき。（18）
　自分の美貌を立身出世できる男の才の如く思っていた彼女は、密かに玉の輿
に乗る夢をみていたのである。
　「女の容色を商品価値と見なす」ことに、宮の独自性を引き出した高田知波
氏は「女の色」を立身できる「男の才」として認識した宮は、「自己の将来像
を「夫」の「地位」によってしか思い描くことのできない宮の姿勢が女性の自
立への志向を含んでいないことは確かであり、この発見を自我意識の芽生えと
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呼ぶのは強引すぎるかも知れないが、しかし女の「才」と将来との結び付きが
断ち切られていた時代状況の中において、思想的な基盤を持たない宮の自我が
こういうかたちでしか自覚されなかったとしても一概には責められない。むし
ろ彼女の発想が奇妙であればあるほど、これが女に独立した人格の可能性を認
めなかった時代の論理そのものの奇形性を浮き彫りにしているといえないだろ
うか。」（19）とし、宮を既存道徳を超える女性、「良妻賢母」に背戻した女性とし
て位置付けている。
　一方、佐伯順子氏は「『金色夜叉』─愛よりも玉の輿」（20）で、「金色夜叉」が
連載された明治30年代は、「まさに “夫婦愛” の理想に酔っていた」時期で、
富山と結婚した宮の選択は、「夫婦愛の理想を抱いて「自由結婚」を提唱した人々
の予測を裏切り、「自由結婚」の「自由」は、お金持ちの男性になびく「自由」
をも女性にもたらしたという皮肉を、この作品は伝えている。」と指摘している。
　要するに、明治期の西洋的思想、恋愛によって結婚する相手を選ぶ自由は、
宮にとっては、男の立身出世に取って代わる玉の輿に乗れる自由をも与えたこ
とになり、彼女は見事にそれを獲得したことになる。
　だが、熱海の海岸で貫一に言われるばかりで、自分の言葉を持てなかった宮
は、早くも貫一のことが恋しくなり、悔恨の歳月を過ごすことになる。唯継と
の間で一人息子を儲けるも其の子が生後間もなく病死すると「再びただつぐの
子は産まない、と固く心に誓い」、二人の夫婦関係は崩壊していく。
宮は既に富むと裕なるとに饜きぬ。抑も彼が此家に嫁ぎしは、惑深き娘気
の一図に、栄耀栄華の欲するまゝなる身分を願ふを旨とするなりければ、
始より夫の愛情の如きは、有るも善し、有らざるも更に善しと、殆ど無用
の物のやうに軽めたりき。今や其願足りて、而も遂に飽きたる彼は彌よ夤
らるゝ愛情の煩きに堪へずして、寧ろ影を追ふよりも儚き昔の恋を思ひて、
私に楽しむの味あるを覚ゆるなり。（21）
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　最初から夫の愛情は期待せず、栄耀栄華を欲しいがために結婚した宮は、い
まは豊かな生活にも飽きてしまい、儚き昔の恋を密かに思うことが楽しみであ
る。宮の不幸な結婚生活は「愛」と「黄金」、どれを手に入れても満足できな 
い、満たされない彼女の欲望を現わしている。このような宮の欲望は、田鶴見
の邸内で貫一と再会してからさらに深まることになる。
図らずも田鶴見の邸内に貫一を見しより、彼の然して昔に変らぬ一介の書
生風なるを見しより、一度は絶えし恋ながら、仍冥々に行末望あるが如く、
然るは、彼が昔のまゝの容なるを、今も其の独りを守りて、時の至るを待
つらんやうに思做さるゝなりけり。（22）
　昔と変わらない書生風の貫一をみて、よりを戻すことが出来るかも知れない
と甘い夢を抱く宮。彼女にとって貫一は、人生を棄ててまで自分を愛してくれ
た男。一度は終わった恋でも、彼が今も独身でいることに淡い期待をよせる。
このような宮の姿はご都合主義としか言いようがないが、宮がここまでにして
貫一を恋しく思うには、夫の愛が「堪えがたく苦しい」からでもある。
宮の夫の愛を受くるを難堪く苦しと思知りたるは、彼の写真の鏡面の前に
悶絶せし日よりにて、其の恋しさに取迫めては、いでや、此の富めるに饜
き、裕なるに倦める家を棄てつべきか、棄てよとならば遅はじと思へるも
屢々なりき。唯敢て之を為ざるは、窃に望みは繋けながらも、行くべき方
の怨を解かざるを虞るゝ故のみ。（23）
　貫一が許してくれるなら、全てを棄てて駆け付けたいと思う宮は、 5 年前、
富山と結婚し貫一を裏切ったように、今回は富山を裏切る行動に出るのである。
だが、彼女の淡い期待とは裏腹に悔恨の念を込めた宮の手紙は貫一によって燃
やされ、名前を偽って訪ねた貫一からは冷遇される。その後もあきらめず、手
紙を書き続ける宮だが、最後まで許しを得ることは出来ず、宮の恋は終わりを
迎える。
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5 ．許されない女の欲望
　紅葉は、「『金色夜叉』上中下篇合評」（『文芸』明治35・ 8 ）の中で、『金色
夜叉』を書くのに「今一つの動機がある」とし、次のように述べている。
僕は明治の婦人を書いて見たいと思つたのだ。宮は即ちこの明治式の婦人
の権化である。であるから主人公は、貫一であるが、どうしても宮を写す
場合になると、貫一よりもいくらか多く具体的になり易い。そこで、宮は
かく迄明治式の婦人であるが、これが普通の明治式の婦人なら、富人富山
其の人の如きに嫁したらば、それなりに昔の関係を棄てて、富山の婦人に
なてて仕舞って、貫一を見棄てて仕舞ふのであるが、僕は宮をして超明治
式の婦人たらしむるつもりで、宮をしてあのやうに悔悟の念さかんならし
めたのだ。これが僕の此篇を書いた動機だ。（24）
　ここでいう「明治式の婦人」は、結婚前の宮、つまり、愛ではなく富を選ん
だ女である。そして「超明治式の婦人」は、夫である富山を裏切り、昔の恋人
貫一を思い続ける、いわば当時の家制度に縛られない女であるといえよう。
　この二つの婦人像は、対立しているように見えて実は繋がっている。
　前者は黄金の価値を愛の優位に置いた選択であり、後者は愛の価値を黄金の
優位に置いた選択である。この二つの欲望の中で揺れ動いた彼女は、欲望に生
きた女性でもある。
　だが、宮の不幸が紅葉が描こうとした「愛」と「黄金」の優先順位争いにあ
るとは思えない。むしろ「愛」と「黄金」の価値を等価として判断したことに
あるのではないかと思われる。
　もし、彼女がダイヤモンドに目が眩んだ女として、「愛」より「黄金」に価
値判断を置いたとすれば、彼女が夢見ていた「玉の輿を舁せて迎に来るべき天
縁」は貫一ではなく、富山になるので、彼女が結婚を後悔し、贖罪で人生を歩
むことはなかったはずである。つまり、彼女に非があるとすれば、それは、絶
対優位の価値で有らねばならぬ「愛」の価値を自分の欲望と変わらないものと
して認識したことではなかろうか。
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　世の中が押し付ける「愛」か、「黄金」かという二分化された概念ではなく、
「愛」も「黄金」も同じ価値として認識した彼女が、両方を手に入れようとす
る欲深い女性としてみえるのは、ある意味当然のことかも知れない。
　だが、欲望に揺れ動く存在でありながらも、自分の欲望と向き合うことがで
きなかった宮は、結局、何一つ手に入れることはできず、そのまま不幸な人生
を送るのである。
　この「明治式の婦人」について前田愛氏（25）は、お宮を「美と富の等価交換
を積極的に望んでいた「新しい女」として」位置付け、「人間性を交換価値の
尺度で評量するお宮の新しさは、金銭の力を解放した明治の社会がつくりだし
た新しさにほかならぬ」と評しているが、彼女の新しさは許されない欲望とし
て、誰も救いの手を差し伸べないまま終わりを迎えるのである。
おわりに
　愛する女と結婚し、夫婦愛を中心とする家庭を築くことを夢見た間貫一と、
自分の美貌を武器として玉の輿に乗ることを密かに夢見ていた鴫沢宮、二人の
すれ違いは、最初から予想されていたことかも知れない。
　しかし、二人のすれ違いには、先述したように、明治期の恋愛論が深く関わっ
ていて、真実の愛を信じ、自分の信念を貫いた貫一も、恋愛する自由をもって
貪欲に生きた宮も、それぞれの「愛」の信念を理想としたといえよう。
　だが、自分の信念によって人生を狂わせた貫一は、宮を許すことも、忘れる
ことも出来ないまま、五年前の過去の中で生き続けるナルシス的な恋愛観をみ
せている。その一方、宮は、複雑な感情の変化を見せながら、自ら選んだ結婚
を否定するような行動に出ることで彼女の愛の信念は欲望として俗化されてし
まう。そして、俗化された愛の価値は許されないものとして位置付けられる。
　二人の恋愛は、すれ違ったまま幸せを手にすることなく「黄金」に敗北した
みじめな「愛」の形で終わりへと向かっていく。
　しかしながら、二人の愛がみじめな形で終わりを迎えたとしても、紅葉が描
きたかった「二つの大なるPOWER」、「愛」と「黄金」との争が現わす意味合
いまでも否定することはできないだろう。むしろ、「愛」と「黄金」に欺かれ、
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揺れ動かされた彼らの人生こそが紅葉が描きたかった世相であったかも知れな
い。そして、それこそが、当時『金色夜叉』をベストセラーにさせた最大の力
であり、そこには、明治期に生まれたそれぞれの恋愛幻想が潜んでいるのでは
ないかと思われる。
　本稿では『金色夜叉』の中心テーマである「愛」と「黄金」の争いを主人公
の成り立ちから考察したが、「黄金」と「愛」をめぐる通俗な葛藤と大衆の欲
望との緊密な関係は、今後の課題にしたいと思う。
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